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（１）２００６年２月１３ 日　Ｎ０．８９　　　　　　高　知　県　労　連

　
２
月
か
ら
県
労
連

青
年
部
が
「
最
低
賃

金
生
活
体
験
」
を
お

こ
な
っ
て
お
り
、
三
人
の
日
々

の
生
活
を
「
高
知
一
般
労
組
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
で
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ま
で
、
食
事
内
容
は
日
記
で
知

る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
写
真
も

貼
付
さ
れ
て
い
て
リ
ア
ル
で
あ

る
◆
生
活
体
験
を
覗
い
て
３
０

年
ほ
ど
前
の
貧
し
か
っ
た
学
生

時
代
を
思
い
出
し
た
。
ボ
ロ
で

狭
い
下
宿
に
住
み
、
ニ
ク
ロ
ム

線
の
コ
ン
ロ
で
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
を
つ
く
っ
た
り
、
新

聞
の
「
今
日
の
お
か
ず
」
欄
を
見

な
が
ら
料
理
を
つ
く
っ
た
。
タ

バ
コ
は
「
ハ
イ
ラ
イ
ト
」
だ
っ
た

が
、
金
が
無
く
な
れ
ば
「
エ

コ
ー
」
に
な
っ
た
。
体
験
者
が

吸
っ
て
い
る
の
も
エ
コ
ー
で
あ

り
、
い
つ
も
吸
っ
て
い
る
銘
柄

と
の
こ
と
。
「
今
で
も
あ
る
の

か
」
と
驚
い
た
◆
も
う
一
つ
の

驚
き
は
「
格
差
拡
大
は
誤
解
だ
」

と
の
小
泉
首
相
の
強
弁
で
あ
る
。

“
ヒ
ル
ズ
族
”
な
ど
と
言
わ
れ

る
「
勝
ち
組
」
の
対
極
で
３
０
年

前
の
貧
し
い
学
生
と
同
じ
よ
う

な
く
ら
し
を
し
て
い
る
青
年
労

働
者
が
存
在
し
て
い
る
。
彼
ら

は
「
『
最
賃
生
活
』
が
通
年
だ
」
と

い
う
。
高
知
一
般
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
も
っ
と
多
く
の
人
た

ち
に
見
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し

て
、
「
格
差
社
会
を
正
そ
う
！
」

と
い
う
声
を
大
き
く
し
た
い
も

の
だ
。
（
高
）

　
県

労
連

は
１

月
１

５
日

（
日
）
、
高
知
市
東
部
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
第
２
０
回
中
央

委
員
会
を
開
催
し
、
０
６
年
春

闘
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
高
橋
執
行
委
員
長
は
「
国
民

の
安
全
、
安
心
を
脅
か
す
小
泉

構
造
改
革
や
小
さ
な
政
府
と

た
た
か
う
姿
勢
を
県
民
、
労
働

者
に
示
し
、
励
ま
す
こ
と
が
、

い
よ
い
よ
重
要
に
な
っ
て
き

た
、
全
力
を
あ
げ
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
樫
原
正
彦
書
記
長
が
①
誰

で
も
１
万
円
以
上
の
賃
上
げ
、

時
間
給
１
０
０
円
以
上
の
引

上
げ
を
目
標
と
す
る
、
す
べ
て

の
職
場
で
の
賃
上
げ
の
実
現
、

②
労
働
法
制
の
改
悪
反
対
、
働

く
ル
ー
ル
の
確
立
、
③
憲
法
・

教
育
基
本
法
を
守
る
こ
と
、
④

小
さ
な
政
府
づ
く
り
を
口
実

と
す
る
定
率
減
税
廃
止
に
よ

る
大
増
税
、
医
療
改
悪
、
公
務

員
制
度
改
悪
反
対
、
⑤
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
地
方
・
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
は
許

さ
な
い
と
い
う
方
針
・
行
動
提

起
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、

小泉改革と対決

　　　　　労働者・県民に広げよう県労連を ０
６
春
闘
方
針
決
定

誰
で
も
１
万
円
以
上
の
賃
上
げ
を

こ
れ
ら
の
要
求
を
実
現
す
る

た
め
に
も
組
織
拡
大
・
強
化

が
た
い
へ
ん
重
要
と
な
る
こ

と
を
強
調
し
、
す
べ
て
の
組

合
で
必
ず
、
実
増
を
め
ざ
そ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
討
論
で
は
１
１

名
の
中
央
委
員
が
発
言
し
、

小
泉
改
革
の
矛
盾
が
医
療
、

自
治
体
、
教
育
、
福
祉
職
場
、

青
年
層
な
ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
、
こ
れ
を
打
ち
破

る
共
同
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
委
譲
問
題
・
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
首
長
の
反

応
）
、
組
織
拡
大
の
条
件
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
（
福
祉
保

育
労
・
年
金
者
組
合
）
な
ど
が

解
明
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
今
こ
そ
地
域
に
打
っ
て
出
る

情
勢
に
あ
る
」
（
県
国
公
、
建

交
労
）
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　
閉
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
田

口
副
委
員
長
が
、
０
６
年
春

闘
の
賃
上
げ
を
は
じ
め
、
憲

法
闘
争
、
諸
要
求
の
前
進
に

む
け
、
意
気
高
く
た
た
か
お

う
と
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
み

ん
な
で
力
強
く
、
団
結
が
ん

ば
ろ
う
行
い
、
決
意
を
固
め

合
い
ま
し
た
。

　

　
０
６
年
３
月
末

で
、
改
選
時
期
（
１

月
２
３
日
推
薦
締

め
切
り
日
）
を
む

か
え
た
高
知
労
働

委
員
会
第
３
５
期

労
働
者
委
員
と
し

て
、
県
労
連
は
、
１

月
２
０
日
付
で
、

高
知
一
般
労
組
・

前

田

研

書

記

長

(

県
労
連
副
委
員

　高知労働委員会第３５期労働者委員

前田研副委員長（高知一般書記長）を推薦

長
）
を
推
薦
し
、
橋
本
大
二
郎

県
知
事
に
推
薦
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
労
働
委
員
会
の
労

働
者
委
員
の
任
命
問
題
で
は
、

１
３
年
前
、
高
知
県
労
連
は
、

沖
縄
に
次
い
で
全
国
で
２
番

目
と
な
る
労
働
者
委
員
の
任

命
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

 

そ
れ
か
ら
、
今
回
の
改
選
ま

で
の
間
、
継
続
し
て
労
働
者

委
員
の
任
命(

１
名
）
を
得

て
、
高
知
労
働
委
員
会
に
持

ち

込

ま

れ

る

さ

ま

ざ

ま

な

労

使

(
団
体
）

紛

争

で

の
「
あ
っ

せ
ん
・
仲

裁
申
請
、
不
当
労
働
行
為
の

救
済
申
立
て
」
な
ど
の
早
期

解
決
や
労
働
委
員
会
の
民
主

的
運
営
な
ど
に
む
け
て
、
県

労
連
の
労
働
者
委
員
が
活
躍

し
て
き
て
い
ま
す
。

　
県
労
連
は
こ
の
間
、
労
働

者
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、

原
則
的
に
３
期
・
６
年
を
メ

ド
に
交
代
す
る
方
針
を
確
定

し
て
お
り
、
今
回
の
改
選
で
、

３
期
努
め
た
県
医
労
連
・
田

口
朝
光
書
記
長(

県
労
連
副
委

員
長
）
か
ら
、
前
田
研
さ
ん
に

交
代
を
す
る
も
の
で
す
。

　
田
口
さ
ん
は
今
年
４
月
か

ら
は
じ
ま
る
「
労
働
審
判
員

制
度
」
の
労
働
者
委
員
（
全
国

５
０
０
名
中
全
労
連
系
は
５

１
名
）
と
し
て
、
高
知
地
方
裁

判
所
に
お
け
る
「
労
使
紛
争
」

(

労
使
裁
判
官
３
者
の
合
議

に
よ
る
）
の
解
決
に
む
け

て
、
労
働
者
・
労
働
組
合
の

立
場
に
た
っ
て
、
活
躍
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（中央委員会で決意を語る

　　　　　　　　　前田研さん）

高知城ホールに新兵器登場！

　

　
今
年
に
入
り
県
労
連

の
催
し
物
の
看
板
が
様

変
わ
り
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
知
城
ホ
ー
ル

が
新
し
い
印
刷
機
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

　
こ
の
印
刷
機
は
Ａ
０

サ
イ
ズ
の
長
尺
用
紙
も

対
応
が
で
き
、
各
種
催

し
物
の
看
板
、
集
会
・

デ
モ
行
進
の
時
の
横
断

幕
も
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
カ
ッ
ト
も
入
れ
る
こ
と

が
で
き
、
た
い
へ
ん
便
利
で

す
。
県
労
連
書
記
局
の
パ
ソ

コ
ン
で
も
作
成
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　
会
議
や
集
会
で
ぜ
ひ
活

用
を
。

ご用命はホールまで



　

(２)２００６年２月１３日　　ＮＯ．８９　　　　　　高　知　県　労　連

　

「
小
さ
な
政
府｣

は｢

大
き
な
迷
惑｣ 

④

　
高
知
運
輸
支
局
で
は
、
整
備
課
・
登
録

課
・
輸
送
課
、
及
び
自
動
車
検
査
独
立
行

政
法
人
の
四
部
門
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
世
間
で
は
車
検
、
車
を
登
録
す
る

と
こ
ろ
・
・
・
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
運
輸
支
局
は
青
色
ナ
ン
バ
ー
（
事
業
用

自
動
車
）
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
ク
シ
ー

の
免
許
申
請
、
車
庫
手
続
き
、
免
許
取
得

後
の
経
営
実
態
の
指
導
・
監
督
・
・
と
さ

じ
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
、
車
の
老
朽
化
、
リ
コ
ー
ル
・
・

少
数
で
の
規
定
時
間
で
の
点
検
業
務
で

は
検
査
の
範
囲
に
限
度
が
あ
る
実
状
が

あ
り
ま
す
。

　
加
え
て
の
定
員
削
減
で
は
検
査
要
員

に
は
過
酷
で
あ
り
、
細
部
に
及
ぶ
点
検

に
も
困
難
を
き
た
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
安
全
基
準
は
元
よ
り
、
環
境
基
準
へ

の
適
応
等
々
の
検
査
項
目
を
増
や
す
反

面
、
検
査
に
最
低
限
必
要
な
人
数
を
確

保
し
、
国
民
に
「
安
全
・
安
心
」
を
保
障

す
る
こ
と
こ
そ
が
政
府
の
責
任
で
す
。

①「９条を守れ」を基本に据えて５月の情勢に見合ったものとします。

②賛同者を市町村別に分けアイウエオ順に氏名（ペンネ－ム含む）を掲載します。

③団体は「九条の会」（準備会を含む）のみを掲載します。

  　（その他の団体の掲載はしませんが賛同募金は歓迎します）

  ◇　賛同募金　個人　１口１，０００円　　団体　１口３，０００円

  ◇　目標　　　４，０００口

  ◇　掲載月日  ２００６年５月３日　高知新聞　一面全面を活用

  ◇　締め切り　４月１５日

　現在、会事務局が振込用紙付きの「趣意書ビラ」を作成しており、でき次第、各

単組にお送りします。

こうち九条の会が「意見広告」

　
今
回
は
車
社
会
の
も
と
、
安
全
・
安
心
を
守
る
最
前
線
で
が
ん
ば
っ
て
い
る

全
運
輸
の
仲
間
か
ら
で
す
。検

査
要
員
が
少
な
す
ぎ
る
！

お年玉クイズ当選者発表とお詫び

　県労連機関紙NO.88「新春お楽しみクイズ」

　　正解は「シメカザリ」でした。

福井ひとみさん（佐川町）

中村順子さん（土佐市）

楠瀬恵子さん（土佐山田町）

島田佳幸さん（南国市）

山本喜美さん（南国市）

当選者

おめでとうございます！図書券をお

送りいたします。

　編集者のミスで宛先掲載もれがありました

ので、回答はがきは例年よりも減少しまし

た。メールで回答を寄せてくださった方もお

いでます。応募できない方がたくさんいたと

思いますので、次号でもう一度「お楽しみク

イズ」をおこないます。申し訳ございません

でした。

　
県
労
連
は
、
０
６
年
春
闘

の
取
組
み
の
目
玉
と
し
て
、

す
べ
て
の
組
合
員
が
、
も
っ

と
も
結
集
し
や
す
い
取
組
み

の
ち
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に

は
、
労
働
組
合
の
た
た
か
い
だ
け
で
は
困

難
さ
が
伴
い
、
多
く
の
県
民
の
人
た
ち
を

視
野
に
入
れ
、
大
き
く
共
同
運
動
を
広
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
視
点
で
、
０
６
年
春
闘
で
は
、
多
く
の

労
動
者
・
県
民
に
草
の
根
的
な
運
動
を
広

げ
、
ま
た
、
春
闘
へ
の
賛
同
と
支
持
を
訴

え
る
た
め
に
、
具
体
的
な
取
組
み
と
し

て
、
「
目
に
見
え
る
宣
伝
行
動
」
と
し
て
、

０
６
年
春
闘
要
求
・
課
題
を
も
と
に
し

た
、
公
務
労
組
と
民
間
労
組
の
共
同
デ
ス

ク
に
よ
る
手
作
り
の
県
内
版
０
６
年
春
闘

ビ
ラ
８
万
枚
の
配
布
行
動
を
、
県
内
す
べ

　　通常国会に憲法改悪の布石となる 「国民投票法案」 が上程されようとしています。

　　　あなたも 「意見広告」 に名前を連ね、 平和に貢献を！

２． ２３地域総行動
県
労
連

・
公
務
労
組
連
共
同
ビ
ラ

小
泉
改
革
を
打
ち
破
る

　　　県
内
世
論
を
さ
ら
に

と
し
て
、
県
内
版
０
６
年
春
闘
ビ
ラ
配

布
行
動
を
提
起
し
ま
し
た
。
春
闘
の
原

点
は
、
職
場
を
基
礎
に
し
た
、
賃
上
げ
・

労
働
条
件
改
善
要
求
闘
争
、
権
利
拡
大

闘
争
で
す
。
し
か
し
、
小
泉
悪
政
に
よ
る

大
増
税
、
社
会
保
障
制
度
の
連
続
改
悪

で
労
動
者
・
国
民
の
生
計
費
に
占
め
る

支
出
割
合
は
増
え
る
一
方
で
、
労
働
組

合
と
し
て
、
国
民
負
担
の
押
し
つ
け
に

は
断
固
と
し
て
反
対
し
、
春
闘
で
は
、
生

活
防
衛
の
た
め
に
社
会
保
障
闘
争
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
小
泉
改
革
が
ね
ら
う
「
小
さ
な
政

府
」
づ
く
り
を
口
実
と
す
る
民
営
化
・
規

制
緩
和
万
能
論
に
も
と
づ
く
、
市
場
化

テ
ス
ト
・
公
務
員
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
公

務
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
、
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
地
方
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

切
り
捨
て
な
ど
も
許
す
わ
け
に
は
い
け

ま
せ
ん
。
加
え
て
、
０
６
年
春
闘
で
は
、

正
念
場
を
む
か
え
る
憲
法
を
守
る
た
た

か
い
を
は
じ
め
、
教
育
基
本
法
改
悪
反

対
、
子
ど
も
と
民
主
教
育
を
守
る
た
た

か
い
も
た
い
へ
ん
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
・
県
民
・

国
民
の
共
通
要
求
で
あ
る
く
ら
し
と
い

て
の
職
場
組
合
・
地
域
労
連
で
、「
２
．
２

３
地
域
総
行
動
」
を
軸
と
し
て
、
２
月
末

ま
で
の
ゾ
ー
ン
で
実
施
を
し
ま
す
。
県
労

連
は
、
１
月
末
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

労
連
に
、「
２
．
２
３
地
域
総
行
動
」
の
成

功
に
む
け
、「
オ
ル
グ
活
動
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
組
合
・
組
合
員
の
大

勢
の
み
な
さ
ん
が
、
「
０
６
年
春
闘
ビ
ラ

配
布
行
動
」
に
参
加
を
し
て
、
元
気
に
県

内
・
地
域
春
闘
に
取
り
組
も
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

06 春闘四国総行動

全労連四国地区協

　　四国総行動は３月３日 12：15 ～

運輸局　　　ハイタク、ＪＲ、トラック

整備局　　　公共工事、アスベスト対策

高松国税局　増税中止、消費税を３％に戻せ

人事院　　　公務員賃金引き上げ

　　　などなど　関係機関に申し入れ

高松駅前集会
　　＆
デモ行進後

う
に
操
縦
で
き
る
と
車
を
過
信
す
る
こ
と

は
危
険
で
あ
る
と
運
輸
支
局
の
仲
間
は
感

ま
ざ
ま
な
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
管
理
者
を
含
め
る
た
っ
た
５

名
の
検
査
要
員
で
日
々
対
応
し
て
い
る
実

態
が
あ
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
一
般
国
道
沿
線
で
周
期
的
に

展
開
さ
れ
る
街
頭
取
り
締
ま
り
、
遠
隔
地

に
出
向
い
て
の
出
張
車
検
等
々
、
そ
の
他

種
々
の
行
事
に
出
向
く
こ
と
が
あ
り
、
本

来
の
所
定
車
検
業
務
を
お
こ
な
う
う
え
で

時
間
的
か
つ
検
査
内
容
に
無
理
が
生
じ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
今
の
社
会
に
お
い
て
旅
客
の
輸
送
、
貨

物
の
物
流
等
々
は
不
可
欠
で
あ
り
、
高
速

道
路
の
延
伸
に
よ
っ
て
迅
速
か
つ
大
量
輸

送
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

　
曲
が
る
、
止
ま
る
・
・
当
た
り
前
の
よ




